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（
鉱
業
上
使
用
す
る
工
作
物
等
の
技
術
基
準
を
定
め
る

省
令
の
一
部
改
正
）

第
二
条

鉱
業
上
使
用
す
る
工
作
物
等
の
技
術
基
準
を
定

め
る
省
令（
平
成
十
六
年
経
済
産
業
省
令
第
九
十
七
号
）

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
五
条
第
四
号
中
「
第
十
七
条
の
三
」
を
「
第
十
七

条
の
四
」
に
改
め
る
。

附
則
第
二
条
を
削
る
。

附
則
第
三
条
第
一
項
中
「
発
効
日
」
を
「
千
九
百
七

十
三
年
の
船
舶
に
よ
る
汚
染
の
防
止
の
た
め
の
国
際
条

約
に
関
す
る
千
九
百
七
十
八
年
の
議
定
書
に
よ
っ
て
修

正
さ
れ
た
同
条
約
を
改
正
す
る
千
九
百
九
十
七
年
の
議

lllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllll

〇
経
済
産
業
省
令
第
三
十
四
号

鉱
山
保
安
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
七
十
号
）
第
八

条
、
第
十
二
条
及
び
第
四
十
一
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ

き
、
並
び
に
同
法
を
実
施
す
る
た
め
、
鉱
山
保
安
法
施
行

規
則
及
び
鉱
業
上
使
用
す
る
工
作
物
等
の
技
術
基
準
を
定

め
る
省
令
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め

る
。平

成
二
十
二
年
六
月
二
十
二
日

経
済
産
業
大
臣

Æ
嶋

正
行

鉱
山
保
安
法
施
行
規
則
及
び
鉱
業
上
使
用
す
る
工

作
物
等
の
技
術
基
準
を
定
め
る
省
令
の
一
部
を
改

正
す
る
省
令

（
鉱
山
保
安
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
一
条

鉱
山
保
安
法
施
行
規
則
（
平
成
十
六
年
経
済
産

業
省
令
第
九
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る
。第

二
十
条
の
二
第
二
号
中
「
第
十
七
条
の
三
」を「
第

十
七
条
の
四
」
に
改
め
る
。

第
二
十
四
条
中
「
、
鉱
煙
、
捨
石
」
を
「
及
び
鉱
煙

並
び
に
捨
石
」
に
改
め
、
同
条
第
三
号
中
「
ロ
に
つ
い

て
は
」
を
「
ホ
に
掲
げ
る
も
の
を
」
に
改
め
、
同
号
ロ

を
削
り
、
同
号
中
ハ
を
ロ
と
し
、
ニ
を
ハ
と
し
、
同
号

に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ニ

海
洋
施
設
か
ら
の
窒
素
酸
化
物
又
は
硫
黄
酸
化

物
の
放
出
量
を
低
減
さ
せ
る
た
め
の
装
置
の
使
用

に
伴
い
生
ず
る
廃
棄
物

ホ

ポ
リ
塩
化
ビ
ニ
ル

第
四
十
六
条
第
一
項
の
表
の
第
十
三
号
災
害
、
事
故

そ
の
他
の
事
象
欄
中
「
浸
透
し
た
」
の
下
に
「
と
き
、

坑
水
若
し
く
は
廃
水
が
浸
透
す
る
土
壌
が
同
条
第
八
」

を
加
え
、
同
条
第
二
項
の
表
の
第
五
号
事
項
欄
中
「
第

十
七
条
の
四
第
一
項
第
五
号
」
を
「
第
十
七
条
の
五
第

一
項
第
五
号
」
に
改
め
、同
表
の
第
六
号
事
項
欄
中「
第

十
七
条
の
五
第
一
項
」
を
「
第
十
七
条
の
六
第
一
項
」

に
改
め
る
。

〔
省

令
〕

〇
鉱
山
保
安
法
施
行
規
則
及
び
鉱
業
上
使
用

す
る
工
作
物
等
の
技
術
基
準
を
定
め
る
省

令
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

（
経
済
産
業
三
四
）

J

〔
告

示
〕

〇
保
険
業
法
第
二
百
七
十
一
条
の
三
十
三
第

一
項
第
二
号
の
規
定
に
よ
る
同
法
第
二
百

七
十
一
条
の
十
第
二
項
た
だ
し
書
の
認
可

の
失
効
に
関
す
る
件
（
金
融
庁
七
一
）

K

〇
消
防
法
第
二
十
一
条
の
四
第
二
項
の
規
定

に
よ
り
消
防
の
用
に
供
す
る
機
械
器
具
等

に
つ
い
て
型
式
承
認
を
し
た
件

（
総
務
二
三
九
）

〇
日
本
国
に
帰
化
を
許
可
す
る
件

（
法
務
三
三
〇
）

M

〇
独
立
行
政
法
人
国
際
協
力
機
構
法
第
十
三

条
第
一
項
第
三
号
イ
及
び
ロ
に
規
定
す
る

外
務
大
臣
が
指
定
す
る
無
償
資
金
協
力
の

一
部
を
改
正
す
る
件
（
外
務
三
〇
三
）

〇
平
成
二
十
二
年
の
大
西
洋
く
ろ
ま
ぐ
ろ
の

年
間
の
漁
獲
量
の
限
度
の
合
計
の
上
限
を

定
め
る
件
（
農
林
水
産
九
五
五
）

N

〇
中
小
企
業
支
援
法
第
十
一
条
第
一
項
の
規

定
に
基
づ
き
中
小
企
業
診
断
士
を
登
録
し

た
件
（
経
済
産
業
一
四
六
）

N

〇
中
小
企
業
診
断
士
の
登
録
等
及
び
試
験
に

関
す
る
規
則
第
十
三
条
第
三
項
の
規
定
に

基
づ
き
氏
名
に
係
る
登
録
簿
の
変
更
を
し

た
件
（
同
一
四
七
）

〇
中
小
企
業
信
用
保
険
法
第
二
条
第
四
項
第

一
号
の
事
業
者
を
指
定
す
る
件

（
同
一
四
八
）

〇
砂
防
法
第
二
条
の
土
地
を
指
定
す
る
件

（
国
土
交
通
六
七
一
）

〇
航
路
標
識
に
関
す
る
件

（
海
上
保
安
庁
一
五
六
、
一
五
七
）

〇
水
産
動
植
物
の
被
害
防
止
に
係
る
農
薬
登

録
保
留
基
準
の
一
部
を
改
正
す
る
件

（
環
境
三
八
）

O

〇
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
の
合
理
化
に
関
す
る

法
律
の
規
定
に
よ
り
登
録
建
築
物
調
査
機

関
を
登
録
し
た
件

（
関
東
地
方
整
備
局
二
七
八
）

〇
道
路
に
関
す
る
件

（
中
部
地
方
整
備
局
八
八
、
八
九
）

P

〇
道
路
に
関
す
る
件

（
九
州
地
方
整
備
局
七
九
）

〇
暴
力
団
員
に
よ
る
不
当
な
行
為
の
防
止
等

に
関
す
る
法
律
第
三
条
の
規
定
に
基
づ
き

暴
力
団
を
指
定
す
る
件

（
福
岡
県
公
安
委
一
七
一
）

〇
暴
力
団
員
に
よ
る
不
当
な
行
為
の
防
止
等

に
関
す
る
法
律
第
三
条
の
規
定
に
基
づ
き

暴
力
団
を
指
定
す
る
件

（
沖
縄
県
公
安
委
七
四
）

〔
人
事
異
動
〕

内
閣

最
高
裁
判
所

群
馬
県

大
阪
府

横
浜
市

名
古
屋
市

P

〔
皇
室
事
項
〕

Q

〔
官
庁
報
告
〕

労

働

争
議
行
為
の
通
知
の
公
表
に
つ
い
て

（
厚
生
労
働
省
）

Q

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G

国
土
調
査
の
成
果
の
認
証
の
公
告

（
国
土
交
通
省
）

Q

〔
資

料
〕

閣
議
決
定
等
事
項

Q

日
本
と
世
界
の
天
候（
平
成
二
十
二
年
五
月
）

（
速
報
）（
気
象
庁
）

R

〔
公

告
〕

諸
事
項

官
庁製

造
た
ば
こ
小
売
定
価
、
登
録
割
賦
購
入

あ
つ
せ
ん
業
者
の
営
業
の
廃
止
に
関
す
る

公
示
関
係

J
J

裁
判
所

相
続
、
公
示
催
告
、
失
踪
、
除
権
決
定
、

破
産
、
免
責
、
特
別
清
算
、
再
生
関
係

会
社
そ
の
他

L
I

会
社
決
算
公
告

˜
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